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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS A 5308:2019 は改正され，この規格に置き換えられた。 

なお，令和 6 年 9 月 20 日までの間は，産業標準化法第 30 条第 1 項等の関係条項の規定に基づく JIS マ

ーク表示認証において，JIS A 5308:2019 を適用してもよい。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 A 5308：2024 
 

レディーミクストコンクリート 

Ready-mixed concrete 

 
序文 

この規格は，1953 年に制定され，その後 14 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 2019 年に

行われたが，その後の技術の進歩と環境問題とを配慮して改正を行った。 

この規格は，ISO 22965-1，ISO 22965-2 などのレディーミクストコンクリートに対応する箇所を基とし，

国内の実情に合わせるため，技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。なお，附属書 JA～附属

書 JG は，対応国際規格にはない事項である。 

また，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格と整合している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JH に示す。技術上重要な改正に関する旧規格との対照

表を，附属書 JI に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，荷卸し地点まで配達されるレディーミクストコンクリート（以下，レディーミクストコン

クリートという。）について規定する。ただし，この規格は，配達されてから後の運搬，打込み及び養生に

ついては適用しない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 12439:2010，Mixing water for concrete 

ISO 19595:2017，Natural aggregates for concrete 

ISO 19596:2017，Admixtures for concrete 

ISO 22904:2020，Additions for concrete 

ISO 22965-1:2007，Concrete－Part 1: Methods of specifying and guidance for the specifier 

ISO 22965-2:2007，Concrete－Part 2: Specification of constituent materials, production of concrete and 

compliance of concrete（全体評価：MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 

2 引用規格 

表 12 に示す引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その 新版（追補を含む。）を適用する。 

  


